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京
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井
上
　
裕
之
氏
に
聞
く

若
手
経
営
者
の
育
成
強
化
新
た
な
活
路
見
い
だ
す
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い
の
う
え
・
や
す
ゆ
き
　

年

昭

慶
大
法
卒
、
同
年

愛
知
産
業
入
社
。
常
務
、
副
社
長
を
経
て

年
社
長
。

年
国

民
工
業
振
興
会
理
事
長
、

―

年
東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭

現
特
別
顧
問

の
ほ
か
、
日
本
商
工
会
議
所
特
別
顧
問
な
ど

を
務
め
る
。
東
京
都
出
身
、

歳
。

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長
は

事
務
局
で
あ
る
日
刊
工
業
新
聞

社
の
社
長
が
務
め
て
き
た
が
、

２
０
１
１
年
６
月
の
総
会
で
初

め
て
会
員
か
ら
の
会
長
と
し
て

井
上
裕
之
愛
知
産
業
社
長
が
選

出
さ
れ
た
。
「
大
変
な
年
に
会

長
に
就
任
し
た
。
会
員
の
中
小

企
業
な
ど
が
新
た
な
活
路
を
見

い
だ
せ
る
よ
う
な
企
画
を
打
ち

出
し
て
い
く
」
と
意
気
込
む
。

井
上
雅
太
郎

◇

　
―
会
長
に
就
任
し
て
半
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
「
昨
年
は
大
変
な
一
年
だ
っ

た
。
３
月

日
に
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
。
秋
に
は
タ
イ

で
大
洪
水
が
起
き
た
。
ま
た
ギ

リ
シ
ャ
に
端
を
発
し
欧
州
各
国

に
波
及
す
る
世
界
規
模
の
金
融

危
機
の
不
安
が
生
じ
た
。
長
期

に
わ
た
る
デ
フ
レ
問
題
を
抱
え

て
い
る
日
本
に
と
っ
て
は
よ
り

深
刻
で
、
こ
の
苦
境
か
ら
抜
け

出
す
手
だ
て
が
見
つ
か
ら
な

い
」

　
―
大
震
災
は
原
子
力
発
電
所

の
事
故
も
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
「
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

つ
い
て
展
望
が
開
け
な
い
。
原

子
力
発
電
は
事
故
に
よ
り
今
後

の
望
み
を
絶
た
れ
た
形
だ
。
原

発
は
設
備
の
ハ
ー
ド
と
運
用
の

ソ
フ
ト
が
一
体
化
し
た
技
術
だ

け
に
、
再
興
し
て
い
く
の
は
容

易
で
は
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱

な
ど
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
内

需
要
を
支
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
供

給
を
確
保
す
る
の
は
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
」

　
―
震
災
の
影
響
が
残
る
中
、

経
済
活
性
化
の
カ
ギ
は
。

　
「
大
震
災
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
崩
壊
が
起
こ
り
、

国
内
の
経
済
・
生
産
を
支
え
て

い
る
の
が
中
小
企
業
だ
と
い
う

こ
と
が
あ
ら
た
め
て
分
か
っ

た
。
国
内
の
モ
ノ
づ
く
り
に
活

力
を
持
た
せ
る
た
め
、
経
営
、

技
術
、
雇
用
が
一
体
と
な
っ
て

知
恵
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
震
災
復
興
需
要
な

ど
の

つ
な
ぎ

が
あ
る
う
ち

に
、
中
小
企
業
が
新
た
な
技
術

開
発
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
づ
く
り
が
必
要
。
中
小
が
開

発
し
た
技
術
を
商
社
な
ど
を
通

じ
て
直
接
販
売
に
結
び
つ
け
る

ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
て
も
良
い
。

幅
広
い
販
売
網
を
持
つ
商
社
に

中
小
企
業
の
技
術
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か

っ
た
」

　
―
今
後
の
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

事
業
展
開
に
つ
い
て
は
。

　
「
若
手
経
営
者
の
育
成
を
強

化
し
た
い
。
現
在
の
主
要
メ
ン

バ
ー
を
見
て
も
、
世
代
交
代
の

時
期
に
入
っ
て
き
た
よ
う
だ
。

ク
ラ
ブ
に
新
し
い
意
見
を
採
り

上
げ
て
い
っ
て
活
性
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
た
い
」

身の丈に合った経営新富士空調・梶野勇社長　�

当
時
の
事
を
思
い
出
す
と
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
る

と
梶
野
社
長

　
振
り
返
れ
ば

歳
で
溶
接
工
と
し
て

入
社
し
、
今
日
ま
で

年
間
、
空
調
ダ

ク
ト
業
界
に
携
わ
っ
て
き
た
。
「
企
業

は
人
な
り
、
お
客
さ
ま
が
い

て
、
社
員
が
い
る
か
ら
会
社

が
成
り
立
つ
」
と
考
え
、
日

々
ア
イ
デ
ア
と
新
し
い
価
値

観
の
創
出
に
向
け
て
仕
事
に

励
み
、
近
年
は
環
境
配
慮
型

空
調
ダ
ク
ト
開
発
、
市
場
投

入
し
た
。
私
は
身
の
丈
に
合

っ
た
経
営
で
良
い
品
物
を
安

く
提
供
し
、
社
会
が
必
要
と

す
る
会
社
に
成
長
す
る
こ
と

が
会
社
存
続
の
道
だ
と
信
じ

て
や
ま
な
い
。

　
当
社
の
前
身
は
１
９
５
２

年
に
東
京
都
北
区
に
設
立
し

た
富
士
製
作
所
だ
。
工
場
が

手
狭
に
な
り
、

年
に
１
万

６
５
０
０
平
方

の
土
地
を

取
得
し
埼
玉
県
鴻
巣
市
に
工
場
を
開

設
。

年
に
同
工
場
が
富
士
製
作
所
か

ら
独
立
し
富
士
空
調
工
業
が
誕
生
し

た
。

　
両
社
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
空
調
ダ
ク
ト

せ
っ
さ
た
く
ま

業
界
を
け
ん
引
し
た
。

年
に
オ
ー
ナ

ー
が
亡
く
な
っ
た
後
の
約

年
間
は
資

本
と
経
営
が
全
く
別
と
な
り
、
今
か
ら

思
え
ば
中
小
企
業
に
と
し
て
は
珍
し
い

経
営
体
制
が
続
い
て
い
た
。

　
一
生
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
は
突

然
、
訪
れ
た
。
当
時
、
富
士
製
作
所
社

長
で
富
士
空
調
工
業
の
専
務
だ
っ
た
私

は
、

％
強
の
株
式
を
保
有
す
る
オ
ー

ナ
ー
一
族
が
株
式
売
却
に
向
け
て
動
き

出
し
た
こ
と
を
知
る
。
買
収
を
仕
掛
け

て
き
た
の
は
ダ
ク
ト
業
界
と
は
関
係
の

な
い
不
動
産
会
社
。
真
っ
先
に
浮
か
ん

だ
の
は
社
員
一
人
ひ
と
り
の
顔
だ
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
間
違
い
な

く
会
社
は
な
く
な
る
。
社
員

や
家
族
が
路
頭
に
迷
う
。
ど

う
に
か
し
て
社
員
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一

心
で
買
収
に
向
け
た
話
し
合

い
が
進
む
中
、
私
た
だ
一
人

買
収
に
異
議
を
唱
え
た
。
社

員
を
、
会
社
を
思
い
必
死
に

説
得
し
た
が
、
交
渉
は
難

航
。
何
度
も
何
度
も
説
得
さ

れ
た
が
、
丁
重
に
断
り
、
社

員
を
守
る
た
め
に
決
し
て
首

を
縦
に
振
ら
な
か
っ
た
。

　
買
収
を
阻
止
す
る
た
め
に

は
、
オ
ー
ナ
ー
一
族
か
ら
株

式
を
買
い
取
り
、
同
族
経
営

か
ら
脱
却
す
る
し
か
な
い
と

思
っ
た
。
考
え
に
考
え
抜
い
い
た
結

果
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ

経
営
者
・
従
業
員
に
よ

る
企
業
買
収

の
実
施
を
決
意
し
た
。

　
Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
い
っ
て
も
当
時
買
収
に
必

要
な
金
額
は
手
元
に
な
く
、
資
金
調
達

に
走
っ
た
。
株
主
で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
と

の
折
衝
は
先
が
見
え
ず
身
も
心
も
疲
れ

切
っ
て
い
た
。

全
３
回

埼
玉
県
鴻
巣
市

流
体
ゼ
ロ
・
リ
ー
ク
挑
戦
名
古
屋
ア
イ
シ
ー

流
体
シ
ー
ル
な
ど
の
製
品
群

　アイシー（名古屋市名東区、永津
弘喜社長 ）は 流体シ
ールや表面処理剤を専門に扱う販売
会社。同社の製品は自動車や製鉄
化学 食品 製紙など幅広い業界に需
要があり 各企業の生産効率向上や
設備保全に威力を発揮している。
　永津社長が 年に米国の流体シ
ール専門メーカーのチェスタートン
の直輸入代理店として、流体シール
の販売と付帯工事事業を始めたのが
ルーツ。アイシーという社名は、会
社の経営方針を示す「

（イノベーション・コンサ
ルティング）」の頭文字とか。メカ
ニカルシール、パッキン、油空圧シ
ールや洗浄剤、潤滑剤、表面補強
剤、ポンプなどを扱う。
　同社は「顧客との信頼関係」に重
点を置き、顧客が抱える問題点の分
析・改善案を提供するのが専門の
「シール診断のスペシャリスト」が

設備を総点検し、顧客と二人三脚で
サポートと改善を行う。技術情報と
具体的な対策案を共有する「技術セ
ミナー」を定期開催しているほか、
要望に合わせたインプラントセミナ
ーを実施中だ。
　 流体のゼロ リークへの挑戦 を
掲げ 機器の正常作動期間の延長
回転機器の診断計測による問題の
解決 バルブやフランジからの気
化漏れ防止策 に取り組んでいる

海
外
工
場
の
技
術
向
上
茨
城
日
立
工
機

電動工具を組み立て製造してい
る佐和工場

　日立工機はドリルやチェーンソー
など約 機種を製造する電動工具
メーカー。小売店など国内市場向け
は、工具の外枠などを製造する勝田
工場（茨城県ひたちなか市）と部品
加工や部品の組み立てを行う佐和工
場（同）の２工場を中心に製造して
いる。「最近は東日本大震災後の復
興需要で活発化してきている」（宮
田幸治専務）ものの、国内需要はほ
ぼ飽和状態。「需要は東南アジアや
ブラジル、ロシアなど新興国にあ
る」（同）ことから、調達や研究開
発拠点でもある両工場をマザー工場
に位置づけ、海外工場の強化に乗り
出している。
　その取り組みの一つが欧州、北・
中南米、アジアなどに点在する海外
工場の技術者の技能水準の向上だ。
海外の各工場にはすでに技能教育制
度を導入しているほか、年１回の改
善事業発表会に海外工場からも参加

してもらうなど、技術水準の均一
化を進めている。それでも「円高
を背景に海外でも難易度の高い製
品が求められており、これに見合
った体制を構築する必要がでてき
た」（宮田専務）。
　そこでまず国内のマザー工場で
働く ― 代を中心とした幹部候
補者向けに早ければ 年度に
「技能道場（仮称）」を導入し、
国内技術者の技能水準を引き上げ
る。その一方で将来は道場の経験
者を海外に出張させ、海外工場の
技術者を教育していく考えだ。

日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
（
日
刊
工
業
新
聞
社
社
長
）
井
水
治
博

絆
大
き
な
力
に

　
全
国
の
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
一
層
の
ご

参
加
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
産
業
界

は
昨
年
、
東
日
本
大
震
災

の
打
撃
を
受
け
、
一
時
は

大
変
困
難
な
状
況
に
陥
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
復
旧

・
復
興
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
「
絆
」
が
生
ま
れ

き
ず
な

た
結
果
、
予
測
を
上
回
る

ス
ピ
ー
ド
で
回
復
を
果
た

し
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
に
存
在
す
る

産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
活
発
な
独
自
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
産

業
人
ク
ラ
ブ
会
員
間
の
絆

は
年
々
強
く
な
っ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
、
各
産
業
人
ク
ラ
ブ
が

交
流
す
る
こ
と
に
よ
る
絆

が
生
ま
れ
て
く
れ
ば
、
さ

ら
に
大
き
な
力
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　
日
本
産
業
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
今
年
も
産
業
人

ク
ラ
ブ
間
、
会
員
間
の
交

流
を
さ
ら
に
拡
大
し
、
わ

が
国
産
業
界
の
発
展
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
支
援
の
ほ
ど
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

１－２月の予定
１　月

　

　◇ 日（金）新潟産業人クラブ
「新年会」演題：「中国と新潟県の
ビジネス・交流の実情と展望」講
師：中国駐新潟総領事・王華氏（新
潟市中央区、新潟グランドホテル）
　◇ 日（火）中国四国産業人クラ
ブ「新春互礼会・講演会」演題：
「社員教育について」講師：広島管
財社長・川妻利絵氏（広島市中区、
リーガロイヤルホテル広島）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「 年
新春賀詞交歓会」（さいたま市浦和
区、浦和ロイヤルパインズホテル）
　◇ 日（水）城北産業人クラブ
「 年新春講演会・新年会」（東
京都千代田区、霞山会館）
　◇ 日（水）大阪産業人クラブ
「 年新春互礼会」（大阪市北
区、ＡＮＡクラウンプラザホテル大
阪）
　◇ 日（木）東京産業人クラブ・
日刊工業新聞社「 年新春講演会
および賀詞交歓会」（東京都千代田
区、ホテルグランドパレス）
　◇ 日（火）山形産業人クラブ
「新年例会・講演会」演題：「グロ
ーバル競争下における今後のモノづ
くり産業のゆくえ」講師：山形大学
産学連携教授・柴田孝氏（山形県上
山市、日本の宿　古窯）
　◇ 日（木）いわき産業人クラブ
「 年新春講演会・合同新年会」
演題：「私にとっての阪神淡路大震
災とは」講師：アテーナソリューシ
ョン社長・立石裕明氏（福島県いわ
き市、パレスいわや）
　◇ 日（木）神奈川産業人クラブ

「賀詞交歓会・セミナー」（横浜市
西区、横浜ベイシェラトンホテル＆
タワーズ）
　◇ 日（月）東京産学交流会（サ
ザンクロス）「 年賀詞交歓会と
新春講演会」（東京都大田区、三井
ガーデンホテル蒲田）
　

２　月
　

　◇１日（水）千葉産業人クラブ
「 年新春経済講演会・賀詞交歓
会」（千葉市中央区、三井ガーデン
ホテル千葉）
　◇１日（水）名古屋産業人クラブ
「 年新年賀詞交歓会＆経済講演
会」（名古屋市中村区、名古屋マリ
オットアソシアホテル）
　◇１日（水）東京産業人クラブ・
女性部会「２月例会」演題：「最近
の中小企業政策について（仮題）」
講師：中小企業庁長官・鈴木正徳氏
（東京都千代田区、ＫＫＲホテル東
京）
　◇１日（水）掛川産業人クラブ
「愛知県企業視察会」（愛知県武豊
町、斎藤工業）
　◇３日（金）宮城産業人クラブ
「 年新春講演会・交流会」演
題：「東北地域の現状と今後の発展
の方向性について（仮題）」講師：
東北経済産業局長・豊国浩治氏（仙
台市青葉区、ホテルメトロポリタン
仙台）
　◇３日（金）宮城、山形、福島、
いわきの各産業人クラブ「キャンパ
スベンチャーグランプリ東北表彰式
・記念パーティー」（仙台市青葉
区、ホテルメトロポリタン仙台）
　◇３日（金）栃木産業人クラブ
「 年賀詞交歓会」（宇都宮市、

ホテル東日本宇都宮）
　◇６日（月）茨城産業人クラブ
「経済講演会・賀詞交歓会」演題：
「グローカル展開で活路を見出す日
本のモノづくり企業」（水戸市、水
戸京成ホテル）
　◇７日（火）埼玉産業人クラブ
「 年新春賀詞交歓会」演題：
「白洲次郎、松下幸之助に学ぶ　危
機に強いリーダー」講師：北康利氏
（さいたま市中央区、ホテルブリラ
ンテ武蔵野）
　◇８日（水）群馬産業人クラブ
「 年新春講演会・賀詞交歓会」
（前橋市、前橋商工会議所）
　◇８日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：三菱電機関越支社
長・井口明夫氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞社さいたま総局）
　◇８日（水）岐阜産業人クラブ
「 年新春経済講演会と懇親会」
（岐阜市、岐阜都ホテル）
　◇８日（水）大阪産業人クラブ
「社会保険セミナー」（大阪市中央
区、日刊工業新聞社大阪支社 階）
　◇９日（木）― 日（金）日本産
業人クラブ連合会「全国若手経営者
交流会　ｉｎ　掛川」（静岡県掛川
市周辺、ヤマハ掛川工場、榛葉鉄工
所、アルモニコスほか見学）
　◇ 日（月）― 日（水）日本産
業人クラブ連合会「沖縄県産業視察
ツアー」（那覇市や沖縄市ほか、大
垣精工、日邦メタルテック、全日空
沖縄貨物基地など視察）
　◇ 日（木）新潟産業人クラブ
「社長会」演題：「話のタネに役立
つ 新潟 越後人 の面白知識」講
師：新潟方言郷土史研究家・大田朋
子氏（新潟市中央区、新潟市歴史博
物館みなとぴあ）
　◇ 日（土）大阪産業人クラブ
「女性部会」（京都市左京区、京都
・つる家）

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

　

１
月
１
日

【
機
構
改
革
】
住

宅
機
器
事
業
を
強
化
す
る
た
め
、
工

作
機
械
・
メ
カ
ト
ロ
事
業
本
部
に

「
ホ
ー
ム
事
業
室
」
を
新
設

　
【
人
事
】
▽
工
作
機
械
・
メ
カ
ト

ロ
事
業
本
部
ホ
ー
ム
事
業
室
担
当
を

兼
務
　
執
行
役
員
工
作
機
械
・
メ
カ

ト
ロ
事
業
本
部
ト
ヨ
タ
部
、
設
計
品

質
監
査
室
、
工
作
機
械
技
術
部
、
ユ

ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
技
術
部
担
当
植
竹

伸
二

　

人
事
・
総
務
機
能

▽
法
務
部

長
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
理

事

法
務
部
主
幹
兼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
室
主
幹

宮
下
徹

　

営
業
本
部

▽
営
業
統
括
部
長

兼
経
営
企
画
部
主
幹
兼
関
連
事
業
部

主
幹

営
業
統
括
部
副
部
長

営
業

統
括
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
グ

ル
ー
プ
長
佐
山
隆
志
▽
ス
テ
ア
リ
ン

グ
営
業
推
進
部
長
兼
営
業
企
画
部
企

画
室
自
動
車
企
画
グ
ル
ー
プ
主
幹

自
動
車
軸
受
・
駆
動
営
業
推
進
部

長

商
品
企
画
部
主
幹
安
積
一
也
▽

自
動
車
軸
受
・
駆
動
営
業
推
進
部
長

東
日
本
支
社
副
支
社
長
兼
第
１
営

業
部
長

亀
尾
善
健
▽
第
１
豊
田
支

社
第
２
営
業
部
長
兼
商
品
企
画
部
主

幹

ス
テ
ア
リ
ン
グ
営
業
推
進
部
長

兼
統
括
グ
ル
ー
プ
長
兼
第
３
グ
ル
ー

プ
主
査
兼
営
業
企
画
部
企
画
室
自
動

車
企
画
グ
ル
ー
プ
主
査
兼
商
品
企
画

部
主
査

松
田
浩
一
▽
関
西
支
社
第

３
営
業
部
長
兼
第
２
営
業
課
長

工

作
機
械
・
メ
カ
ト
ロ
営
業
推
進
部
主

幹
兼
販
売
促
進
グ
ル
ー
プ
長
兼
営
業

企
画
部
統
括
室
Ｃ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
主

幹

今
川
則
行
▽
東
日
本
支
社
第
１

営
業
部
長

産
機
・
市
販
営
業
推
進

部
一
般
産
機
グ
ル
ー
プ
主
査

津
田

芳
久
▽
第
２
豊
田
支
社
第
２
営
業
部

長

第
２
豊
田
支
社
第
２
営
業
部
主

査

伊
原
正

　

調
達
機
能

▽
調
達
統
括
部
長

調
達
統
括
部
グ
ロ
ー
バ
ル
調
達
企

画
室
長
兼
管
理
グ
ル
ー
プ
長

山
田

達
二

　

ス
テ
ア
リ
ン
グ
事
業
本
部

▽

試
作
部
長
兼
管
理
室
長

要
素
開
発

部
イ
ン
タ
ミ
技
術
室
長

植
田
博
二

▽
西
部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長
、

設
計
品
質
監
査
室
主
査
を
兼
務
　
西

部
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
第
２
開
発

室
長
佐
々
木
裕
人
▽
奈
良
工
場
製
造

技
術
部
長
を
兼
務
　
製
造
技
術
部
第

２
技
術
課
長
森
本
和
久
▽
奈
良
工
場

第
２
製
造
部
長

生
産
技
術
本
部
ス

テ
ア
リ
ン
グ
生
産
技
術
部
管
理
グ
ル

ー
プ
長
兼
生
産
技
術
企
画
部
企
画
室

企
画
グ
ル
ー
プ
主
担
当

太
田
昭
生

▽
花
園
工
場
製
造
技
術
部
長

花
園

工
場
製
造
技
術
部
設
備
管
理
課
長

塩
野
雅
之
▽
豊
橋
工
場
工
務
部
長

富
士
機
工
出
向

坂
口
斎
▽
同
製

造
技
術
部
長

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
・
オ

ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
・
チ
ェ
コ
出
向

米
田
聡
▽
同
製
造
部
長

奈
良
工
場

第
２
製
造
部
長

住
田
司
郎

　

軸
受
・
駆
動
事
業
本
部

▽
田

戸
岬
工
場
工
務
部
長

田
戸
岬
工
場

工
務
部
主
査

稲
垣
信
行
▽
国
分
工

場
製
造
技
術
部
長

国
分
工
場
製
造

技
術
部
第
２
技
術
課
長

岡
崎
晴
行

▽
同
第
２
製
造
部
長

同
品
質
管
理

部
第
３
品
質
課
長

朝
本
耕
作
▽
徳

島
工
場
品
質
管
理
部
長

光
洋
マ
ニ

ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
出
向

滝
本
一
昭
▽
同
第
１
製
造

部
長

徳
島
工
場
第
１
製
造
部
鍛
造

課
長

折
部
浩
史
▽
香
川
工
場
第
１

製
造
部
長

光
洋
ア
メ
リ
カ
出
向

藤
本
佳
正
▽
同
第
２
製
造
部
長

香

川
工
場
製
造
部
長

石
川
智
彦

　

工
作
機
械
・
メ
カ
ト
ロ
事
業
本

部

▽
ホ
ー
ム
事
業
室
長

工
作
機

械
技
術
部
主
幹

小
山
正
▽
工
作
機

械
技
術
部
長

ユ
ニ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

技
術
部
長

岡
安
高
雄
▽
ユ
ニ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
技
術
部
長

工
作
機
械
技

術
部
標
準
機
開
発
室
長

井
土
雅
裕

▽
刈
谷
工
場
工
務
部
長

刈
谷
工
場

工
務
部
日
程
課
長

野
呂
徹

　
▽
豊
ハ
イ
テ
ッ
ク
出
向

工
作
機

械
・
メ
カ
ト
ロ
事
業
本
部
工
作
機
械

技
術
部
長

佐
野
昭
一
▽
捷
太
格
特

中
国
投
資
兼
捷
太
格
特
上
海
国
際
貿

易
出
向

営
業
本
部
営
業
統
括
部
長

兼
経
営
企
画
部
主
幹
兼
関
連
事
業
部

主
幹

藤
田
大
作
▽
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

・
タ
イ
ラ
ン
ド
出
向

ス
テ
ア
リ
ン

グ
事
業
本
部
試
作
部
長

細
井
誠
▽

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
・
ソ
ナ
・
オ
ー
ト
モ

ー
テ
ィ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
出
向

ス

テ
ア
リ
ン
グ
事
業
本
部
西
部
テ
ク
ニ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
長
兼
設
計
品
質
監
査

室
主
幹

阪
本
恵
一

　
ユ
ー
シ
ン
精
機

　

１
月

日

▽
開
発
本
部
特
機

開
発
部
責
任
者

製
造
本
部
技
術
部

責
任
者

鈴
谷
英
紀

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　

１
月
１
日

【
機
構
改
革
】

海
外
企
画
グ
ル
ー
プ
の
海
外
事
業
戦

略
企
画
機
能
を
新
グ
ロ
ー
バ
ル
＆
グ

ル
ー
プ
本
社
関
連
部
門
へ
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
機
能
を
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
門
へ
そ
れ
ぞ
れ
移
管
す
る

技
術

品
質
本
部
の
３
セ
ン
タ
ー
体
制
を
安

全
・
品
質
統
括
セ
ン
タ
ー
と
技
術
品

質
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
再

編
す
る

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
電
工
、
三
洋
電
機
の
共
通
技

術
専
門
機
能
を
集
約
し
解
析
セ
ン
タ

ー
を
新
設
す
る

調
達
本
部
傘
下
の

全
社
集
中
契
約
セ
ン
タ
ー
の
原
材
料

・
デ
バ
イ
ス
集
中
契
約
機
能
を
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
社
傘
下
の
原
材
料
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、
デ
バ
イ
ス
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
移
管
す
る

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
社
と
傘
下
の
原

材
料
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、
デ
バ
イ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ

プ
ロ
キ
ュ
ア
メ
ン
ト
社
、
原
材
料
調

達
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、
部
材
調
達

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
に
名
称
変
更
し

調
達
本
部
傘
下
に
置
く

デ
ザ
イ
ン

企
画
グ
ル
ー
プ
の
機
能
を
デ
ザ
イ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
に
一
元
化
す
る

法
務

・
契
約
業
務
を
各
ド
メ
イ
ン
へ
移
管

す
る

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
プ
ロ
セ
ス
推
進
セ

ン
タ
ー
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
情
報
シ
ス

テ
ム
社
傘
下
に
新
設
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ

行
政
の
ラ
イ
ン
機
能
の
一
部
を
情
報

企
画
グ
ル
ー
プ
か
ら
移
管
す
る

先

行
デ
バ
イ
ス
開
発
セ
ン
タ
ー
を
デ
バ

イ
ス
・
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
に

名
称
変
更
す
る

材
料
プ
ロ
セ
ス
技

術
強
化
の
た
め
、
材
料
・
プ
ロ
セ
ス

開
発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る

次
世

代
太
陽
電
池
開
発
を
加
速
す
る
た

め
、
次
世
代
エ
ナ
ジ
ー
デ
バ
イ
ス
開

発
セ
ン
タ
ー
を
新
設
す
る

マ
テ
リ

ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
解
析
セ
ン
タ
ー
の

材
料
解
析
機
能
な
ど
を
材
料
・
プ
ロ

セ
ス
開
発
セ
ン
タ
ー
に
、
モ
ノ
づ
く

り
基
盤
強
化
に
向
け
た
分
析
・
解
析

機
能
を
解
析
セ
ン
タ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ

移
管
す
る

く
ら
し
環
境
開
発
セ
ン

タ
ー
を
エ
ナ
ジ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
開

発
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更
す
る

ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
担
当
役
員
室
を
新
設

す
る

グ
ル
ー
プ
設
備
・
環
境
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
と
販
売
部
門
を

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
へ
集
約

す
る

国
内
外
の
Ｃ
Ｓ
機
能
を
Ｃ
Ｓ

本
部
に
集
約
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門

傘
下
に
置
く

北
米
本
部
、
中
南
米

本
部
、
欧
州
本
部
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
中
近
東

ア
フ
リ
カ
本
部
、
ア
ジ
ア
大
洋
州
本

部
、
中
国
・
北
東
ア
ジ
ア
本
部
な
ら

び
に
ブ
ラ
ジ
ル
総
括
部
、
ロ
シ
ア
本

部
、
イ
ン
ド
総
括
部
の
機
能
を
グ
ロ

ー
バ
ル
本
社
、
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
シ

ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
ド
メ
イ
ン
な

ど
へ
移
管
す
る

　
【
人
事
】

Ａ
Ｖ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ス
社

▽
常
務
技
術
統
括
セ
ン
タ

ー
所
長

技
術
統
括
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｖ

Ｃ
知
的
財
産
権
セ
ン
タ
ー
所
長

豊

田
秀
夫
▽
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
プ
ロ
ダ

ク
ツ
事
業
グ
ル
ー
プ
ム
ー
ビ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長

ム
ー
ビ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
商
品
技
術
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

沢
田
宜
明
▽
常
勤

監
査
役
員

ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
社
社

長

藤
田
昌
伸

　

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
社

▽
副
社

長
技
術
担
当
兼
技
術
本
部
長
兼
先
行

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

Ａ
Ｖ
Ｃ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
社
副
社
長
技
術
統

括
セ
ン
タ
ー
所
長

今
井
淨
▽
同
ホ

ー
ム
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
業
グ
ル
ー

プ
長

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
上
席
執

行
役
員
電
器
事
業
本
部
長

西
原
直

也
▽
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
リ
ビ
ン
グ
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長

同
電
器
事
業
本

部
ビ
ュ
ー
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
事
業
部

長

田
岸
弘
幸

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
人
事
つ
づ
く

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １月１３日 金曜日 　　

賀
詞
交
歓
会
に

人
が
参
加

埼
玉
・
川
口

鋳
物
工
業
協
組

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合

埼
玉
県
川
口
市

は

日
、
川
口
鋳
物
工
業
政
経
研

究
会

同

と
の
共
催
で
川

口
市
の
市
民
ホ
ー
ル
・
フ
レ

ン
デ
ィ
ア
で
２
０
１
２
年
賀

詞
交
歓
会
を
開
い
た

写

真

。
岡
村
幸
四
郎
川
口
市

長
や
組
合
員
企
業
関
係
者
ら

約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
し
た
伊
藤
光
男

川
口
鋳
物
工
業
協
組
理
事
長

は
「
日
本
の
製
造

業
に
逆
風
が
吹
い

て
い
る
中
、
原
材

料
価
格
の
高
止
ま

り
な
ど
に
よ
り
、

国
内
鋳
物
業
界
は

特
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
」
と
し

「
だ
か
ら
こ
そ
、

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

技
術
や
納
期
対
応

な
ど
を
追
求
す
べ

き
だ
」
と
述
べ

た
。

　
そ
の
後
、
児
玉
洋
介
川
口

商
工
会
議
所
会
頭
の
発
声
で

乾
杯
し
、
今
年
の
抱
負
を
語

り
合
っ
た
。

永
井
嘉
吉
記
念
賞
に

ス
タ
イ
の
山
本
社
長

名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は
２
０
１
１
年

月

日
に
、
名
古
屋
市
中
村

区
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
永
井
嘉
吉
記
念
賞
選
考
委

員
会

内
藤
明
人
委
員
長

を
開
き

写
真
、「
第

回

永
井
嘉
吉
記
念
賞
」
の
受
賞

者
に
ス
タ
イ

愛
知
県
蒲
郡

市

の
山
本
光
男
社
長
を
選

出
し
た
。
同
賞
は
名
古
屋
産

業
人
ク
ラ
ブ
２
代
目

会
長
で
元
新
東
工
業

会
長
の
故
永
井
嘉
吉

氏
の
遺
産
を
基
金
と

す
る
顕
彰
制
度
。
毎

年
、
ク
ラ
ブ
会
員
の

中
か
ら
優
れ
た
経
営

手
腕
を
発
揮
し
た
中

小
企
業
経
営
者
を
一

人
表
彰
し
て
い
る
。

　
山
本
社
長
は

年

に
創
業
し
て
以
来
、

鋳
造
品
の
製
造
過
程
で
発
生

す
る
鋳
鬆
を
含
浸
液
で
埋
め

す

て
修
復
す
る
含
浸
加
工
を
手

が
け
、
ニ
ッ
チ
な
分
野
に
も

か
か
わ
ら
ず
会
社
を
順
調
に

発
展
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
新

し
い
含
浸
液
の
開
発
を
進
め

る
と
同
時
に
、
加
工
時
の
洗

浄
排
水
を
水
と
含
浸
液
に
分

離
し
て
再
利
用
す
る
な
ど
環

境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
。

　
授
賞
式
は
２
月
１
日
に
名

古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
マ

リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
る
名
古
屋
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

で
行
う
。

日
本
工
大
の
平
栗

研
究
室
を
訪
問

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

埼
玉
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
２
０
１
１

年

月

日
に
、
埼
玉
県
宮

代
町
の
日
本
工
業
大
学
で

月
例
会
を
開
き
、
平
栗
健
史

電
気
電
子
工
学
科
准
教
授
の

研
究
室
を
訪
問
し
た

写

真

。

　
平
栗
准
教
授
は
、
ワ
イ
ヤ

レ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
専
門

に
、
無
線
通
信
の
ア

ク
セ
ス
制
御
や
、
モ

バ
イ
ル
端
末
の
省
電

力
化
と
利
便
性
向
上

に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
講

義
で
は
電
波
の
定
義

や
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

種
類
と
い
っ
た
基
本

的
事
項
か
ら
、
将
来

的
に
無
線
が
ど
う
活

用
さ
れ
る
か
を
展
望

し
た
。

　
講
義
後
は
研
究
現
場
を
訪

問
し
、
学
生
が
短
距
離
無
線

通
信
規
格
の
一
つ
「
Ｚ
ｉ
ｇ

Ｂ
ｅ
ｅ

ジ
グ
ビ
ー

」
を

使
っ
た
実
験
や
、
無
線
で
人

間
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る

シ
ス
テ
ム
を
披
露
。
参
加
者

か
ら
は
「
ど
れ
く
ら
い
の
距

離
ま
で
通
信
で
き
る
の
か
」

「
実
用
化
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。

　
平
栗
准
教
授
は
「
災
害
時

を
踏
ま
え
、
ど
ん
な
時
で
も

電
波
を
受
信
で
き
る
環
境
作

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
、
研
究
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
。


